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支援機器 Ankle training robot 
分類(ISO9999) 6 
試験相 2 
研究仮説（目的） 
の概要 

６Ｗの anklebot トレーニングの後、麻痺側の受動的足首剛性は訓練された失状面の動作が変化
する。座位トレーニングで生じる受動的剛性は歩行のような機能的には移らず改善を与えない 

研究デザイン 群内比較（自己対照） 
障害・疾患 片麻痺 
対象者・数 障害者８人 
主要アウトカム 剛性、歩行、足首の運動制御 
副次アウトカム 1  
副次アウトカム 2  
副次アウトカム 3  
副次アウトカム 4  
副次アウトカム 5  
統計学的検定 有 
結果の概要 ａｎｋｌｅｂｏｔトレーニングにより失状面、前額面のＰＡＳを減少させ、一般高齢者の範囲内

となった。ＰＡＳの変化により歩行速度の改善が期待できる 
 

論文整理番号 206 ※正確な情報が必要な場合には、元の論文を確認してください。 
 

「支援機器の臨床評価および利用効果データベース」 
支援機器イノベーション創出のための情報基盤構築に関する研究  
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